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はじめに 
 

京都市衛生環境研究所は，京都府保健環境研究所との共同整備により伏見区

に新施設を合築移転し，令和元年１２月に開所いたしました。 

両研究所は，都道府県・政令市等に設置される地方衛生研究所・環境研究所

として，検査や研究を通じ，府民・市民の皆様の健康な暮らしに貢献するとと

もに，公衆衛生に関する情報の収集・解析を行い，他の関係行政機関へ情報提

供を行う等，地域住民の皆様へ情報発信も行っております。 
 

折しも，私が所長に着任した令和２年の４月は，新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）患者が，中国で確認され，日本国内を含め世界各地で感染者数が

急増した時期であり，本市においても当該感染症患者数が増加し，当衛生環境

研究所に搬入されるＰＣＲ検査検体数も急増しておりました。 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のためのＰＣＲ検査人員の増員を含

めた検査体制の整備，検査試薬の調達に腐心しましたが，全国の地方衛生研究

所の皆様も同様の御苦労をされたものと推察いたします。そのような大変な状

況でしたが，合築に伴い府市が相互応援の協定を結んだことで，一時的に多く

の検体が入った場合でも，相互に協力して処理をしたり，試薬を融通したり，

検査方法について確認したり，検査員同士緊密に連携を図ることができ，合築

のメリットが最大限生かされた形となりました。 

今後，機器等を共同使用することでイニシャルコスト，ランニングコストの

削減や，さらにそれぞれの得意分野を補完し，相互的な研究，人の交流による

人材の活性化を目指すとともに，体験学習教室の開催をはじめ，公衆衛生の重

要性を広く知っていただける地域に開かれた施設となるような取組についても

共同で進めてまいります。 
 

本年には，一旦延期された東京オリンピックやパラリンピックも予定されて

おり，健康危機対策・感染予防対策がなお一層重要となります。健康危機をめ

ぐる情勢が予断を許さないなか，全国の検査研究機関とも連携しながら，迅速

かつ正確な検査を通じて正しい情報提供を行うという当研究所の使命は，ます

ます重要になっているものと認識しております。 
 

最後に，今般，令和元年度における実施事業および調査研究の成果を，年報

（第８６号）として取りまとめましたので，お目通しいただければ幸いです。 

今後とも関係機関との連携を図り，京都府保健環境研究所とともに市民の皆

様の健康や安全・安心のために奮励努力いたしますので，御指導御鞭撻を賜り

ますようお願い申し上げます。 
 

令和３年１月 

京都市衛生環境研究所長 

水 谷  淳 
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